
人気の秘密
①人が集まるブース装飾のご提案をいたします。
スペシャルイベントはお客様が抱える問題やご要望などを具体的に把握するために、
まずは徹底したヒアリングをおこないます。

②デザインから施工撤去までを一貫請け負い！
限られた労働時間を無駄にしたいため、展示会装飾に関わるすべてをお引き受けで
きる体制を整えております。。

③迅速なご対応
お客様の大切なお時間を無駄にしないために、迅速な対応を心がけております。

円形キリヌキ
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中小企業でも戦える！ミニブース成功作戦

①お客様にとっての利益（ベネフィット）になる
キャッチコピーを『看板』に掲げよう！
 
≪前提≫お客の視点
（ダイキギョー）社名やロゴだけでベネフィットになる。お客が集まる!!

（中小キギョー）社名やロゴだけでは、ご来場者様に無視される。。。。。
 
 
みなさんの
チャレンジポイント１
『このブースは何を取り扱っているのか？』をはっきり表現する

チャレンジポイント２
『その商品・サービスから得られる良い効果、利益（ベネフィット）』をキャッ
チコピーや短い文章にする。

チャレンジポイント３
上記を踏まえて、看板パネルの位置や内容を設計する。
 

 
 
 

①来場者に無視された看板

②来場者の心にとまりやすい看板
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中小企業でも戦える！ミニブース成功作戦

②展示商品は１つ（テーマ・ジャンル）で勝負!!!!

全ての自社商品を展示会場に持ち込むのは得策ではありません。
「このブースは一体何を扱っているのだろうか。。。。」とご来場者様を迷わせ
るだけです。例えば夏祭りのオマツリ屋台を思い出してください。
ズラーと立ち並ぶ縁日屋台はすべて「たこやき」「やきそば」「わたあめ」など
の1品（逸品）勝負です！だからこそ、数１０メートル以上離れた遠くからでも、
お客さんは「あ!!射的だ!!やろう!!!」とオマツリ屋台に近づいてくれるのです。
「なんでも屋台」では勝負にならないです。

③通路側に商品の展示をしよう!!
ブース前を歩く来場者さんは
「売り込まれたらめんどう。。。。」
「ブース内に入ると勧誘で長引きそうで嫌だなぁ。。。」
という気持ちが強いです。

≪前提≫来場者はブース内に入ってこない事を前提にレイアウトしよう！

ダイキギョーでない無名店は、
店頭での商品アピールこそが
商売繁盛の大きなカギになるのです。 
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展示会出展に必要な予算とは
 
①ブース装飾費（ブース製作費　+　２次側電気工事費を含む）
②電気工事代（１次側の電気供給幹線工事費と電気使用料）
③展示会主催者へ支払う出展料
④その他（交通費・宿泊費・コンパニオン手配費・展示品等の運搬費など）
 
ブース装飾費の目安
中小企業に多い1小間～２小間のブース装飾費を目安にご案内致します。
※展示会によっては1小間を０．５小間、２小間を１小間と表記しているケース
もあります。
１小間（3ｍ×3ｍ）もしくは（3ｍ×2.7ｍ）のブース装飾平均予算は
２０万～３０万前後です。安いもので１５万程度。上は５０万あたりになります。
 
２小間のブース装飾平均予算は３０万～５０万前後です。安いもので２５万程度。
上は７０万あたりになります。

※１次側電気工事とは：展示会場の床下を走る電線を各ブースへ配置しブレーカー設置までの
電気工事のこと。この工事は展示会主催者が手配する電気工事会社が行います。
 
※２次側電気工事とは：ブースのブレーカーから先の電気工事、例えば照明器具やコンセント、
分電盤の設置など。
２次側電気工事はブース装飾業者が手配する電気工事会社が行うことが多いです。
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▼１小間２０万円台～のブースイメージ
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▼１小間3０万円台～のブースイメージ
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▼2小間4０万円台～のブースイメージ

▼2小間5０万円台～のブースイメージ
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 これら平均予算は下記の基本的な項目はすべて含まれます。

①壁面
②床面
③看板（サイン含む）
④２次側電気工事費用（照明器具含む）
⑤展示台
 
上記以外のオプション例
①特別仕様の展示台製作（例：展示台を木工でカッコいいものにしたい）
②特別なサインの製作（例：LEDチャンネルの文字電飾看板）
 
そのほかに問い合わせの多いコンテンツ
①ノートパソコンやiPad
②英語を話すことのできるコンパニオン
③会期中に来場者へ配布するノベルティ（粗品）手配
④観葉植物
 
 
 
展示会出展料の目安
幕張メッセ、ビッグサイト、パシフィコ横浜では様々な展示会が開催されます。
さて、それらの展示会にブースを出すためにはどのくらいの出展料が発生するの
でしょうか？出展料は主催会社によってさまざまです。
安いもので１小間５万円。高いものでは１小間４５万前後というものもあります。

その違いはズバリ『展示会の集客力の違い』なのです。
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木工ブースとシステムブースのあれこれ
 
ブース製作の選択の場合、大きく分けて「木工ブース」と「システムブース」の
２パターンに分かれます。それぞれ、長所と短所は表裏一体。
一方の長所はもう一方の短所となりますので、
目的にあわせてお選び下さい。
 
システムブースの長所と短所
長所①既存のブースパーツを使うので安価。短時間で作ることができる。
長所②既存の部材を組み合わせて製作するため、廃材が出にくいため環境にやさ
しい。
 
短所①オリジナルの形状や寸法指定などの製作は無理。
短所②こだわりの装飾演出要素は全然無い。
 

木工ブースの長所と短所
長所①木材を加工して製作するので、自由度が高い。個性高級感などもしっかり
演出できる。
長所②壁紙による演出も可能。
 
短所①システムブースの１．５～２倍のお金がかかります。
短所②新規に木材を加工して製作するので、展示会終了後は廃棄してゴミになる
ため環境に悪い。
 
 

 
結論としては、
できるだけ小予算でブースを作りたい場合は、
『システムブース』をお勧めします。
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